
神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会

会　

長　

市　

川　

昌　

廣

（
横
浜
学
園
中
学
高
等
学
校
後
援
会
会
長
）

新
学
期
が
始
ま
っ
て

　

あ
と
一
週
間
あ
ま
り
で
春
休
み
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
た
あ
の
三
月
十
一
日
、
東
北
か
ら
関

東
に
か
け
た
広
い
地
域
で
巨
大
な
地
震
と
共
に

大
津
波
が
発
生
し
、
世
界
最
大
級
と
い
わ
れ
る

未
曾
有
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
災
さ
れ
た
地

域
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
と
共
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺

族
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を

切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

新
一
年
生
の
保
護
者
の
方
々
に

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
神
奈
川
県
は
震
度
５

強
と
い
う
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
深
刻

な
被
害
か
ら
は
免
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
た

び
の
よ
う
な
大
地
震
は
ま
た
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
の
あ
と
に
長
野
県
で
発
生

し
た
地
震
や
東
海
地
震
を
連
想
さ
せ
る
富
士
宮

市
の
地
震
（
共
に
震
度
６
強
）
な
ど
を
思
い
起

こ
し
ま
す
と
、
私
た
ち
こ
そ
油
断
禁
物
で
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
四
月
に
入
学
さ
れ
た
新
一
年
生

の
保
護
者
の
方
々
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

公
立
の
小
・
中
学
校
は
通
学
規
制
区
域
が
あ

り
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
比
較
的
近
い
の
で
す

が
、
私
学
に
通
う
皆
さ
ん
は
そ
の
距
離
が
遠
く

利
用
す
る
交
通
手
段
も
ま
ち
ま
ち
で
す
。
登
下

校
の
途
中
で
こ
の
た
び
の
よ
う
な
災
害
に
遭
っ

た
ら
ど
う
す
る
の
か
を
、
今
の
う
ち
に
考
え
て

お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
内
で
こ
の
よ
う
な
災
害
に
遭
っ
た
場
合

は
、
学
校
の
避
難
指
示
に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
は
そ
う
は
い

き
ま
せ
ん
。
自
分
の
責
任
で
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
電
車
の
中
や
駅
の
構
内
に

い
る
場
合
、
あ
る
い
は
バ
ス
の
中
や
歩
行
中
の
場

合
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
対
処
方
法
を
事
前
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
を
決
め
る
た

め
、
お
子
さ
ん
と
十
分
に
話
し
合
い
、
実
際
に
通

学
す
る
経
路
を
一
緒
に
行
動
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

特
に
小
学
一
年
生
の
場
合
は
、
ま
だ
身
体
が

小
さ
く
判
断
力
も
乏
し
く
、
知
ら
な
い
土
地
で

遭
遇
す
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
自
分
の

い
る
場
所
が
ど
こ
な
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
実
践
す
る
こ

と
を
保
護
者
の
方
々
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

■ 

本
連
合
会
の
活
動
の
内
容

　

こ
の
四
月
に
入
学
さ
れ
た
新
一
年
生
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
改
め
て
、
よ
う
こ
そ
私
学
に
お

い
で
下
さ
い
ま
し
た
。
混
迷
す
る
社
会
情
勢
の

下
で
、
お
子
さ
ん
を
私
学
に
奨
め
ら
れ
た
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
会
は
、
神
奈
川
県
内
に
あ
る
私
立
、
小
中

高
等
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
父
母
の
会
な
ど

八
十
九
の
団
体
が
加
盟
し
て
い
る
連
合
会
で
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
厳
し
い
現
実
に
立
ち
向
か

う
私
学
運
営
の
か
な
め
、
経
常
費
に
対
す
る
私

学
助
成
金
増
額
運
動
で
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
県

費
助
成
金
」
の
増
額
を
熱
意
を
持
っ
て
県
に
要

請
す
る
こ
と
、
同
じ
く
、「
国
庫
補
助
」
の
増

額
を
強
く
国
に
要
請
す
る
私
学
振
興
全
国
大
会

（
毎
年
十
二
月
開
催
・
会
場
／
東
京
日
比
谷
公

会
堂
）
へ
多
数
参
加
す
る
こ
と
、
な
ど
が
そ
の

主
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
教
養
講
座

の
一
環
と
し
て
、
研
修
会
・
社
会
見
学
会
な
ど

の
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
（
平
成
二
十
二
年
四
月
〜
平
成
二
十
三

年
三
月
）
の
研
修
会
は
二
回
あ
り
、そ
の
内
訳
は
、

五
月
の
定
時
総
会
後
に
行
わ
れ
た
マ
リ
ン
バ
と
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
、
そ
し
て
ピ
ア
ノ
奏
者
に
よ
る
「
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
特
別
演
奏
会
」
と
、
今
年
二

月
に
行
わ
れ
た
目
の
不
自
由
な
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏

者
・
鈴
木
加
奈
子
さ
ん
に
よ
る
「
コ
ン
サ
ー
ト
＆

講
演
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
社
会
見
学
会
は
、
十
一
月
に
劇
団
四
季

横
浜
公
演
の
「
キ
ャ
ッ
ツ
観
劇
会
」
を
行
い
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
他
め
ず
ら
し
い
施
設

の
見
学
会（
二
十
一
年
度
は
横
須
賀
米
軍
基
地
・

将
校
ク
ラ
ブ
で
の
食
事
会
他
、
十
九
年
度
は
国

会
議
事
堂
・
衆
参
両
議
院
の
大
会
議
場
見
学
他
）

な
ど
を
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
学
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
有
意
義
な
事
業
を
毎
年
探
し
な

が
ら
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

　

来
る
五
月
二
十
四
日
に
は
定
時
総
会
が
あ
り

ま
す
。
本
年
度
も
総
会
に
続
い
て
「
特
別
演
奏

会
」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

�
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一　

当
初
予
算
編
成
方
針

　

経
済
環
境
・
雇
用
情
勢
は
、
引
き
続
き
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
な
り
ま
す
が
、
二
十
三
年
度
当
初
予
算
の
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
県
民
生
活
の
安
定
確
保
を
目
指
す
と
と

も
に
、
明
日
の
神
奈
川
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
に

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
く
「
神
奈
川
未
来
づ
く
り
」
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
臨
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
市
町
村
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

ふ
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
将
来
に
つ
な
が
る
「
新

た
な
子
育
て
支
援
施
策
」
を
「
子
育
て
支
援
神
奈
川
方
式
」

と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
県
と
し
て
は
、
私
立
幼
稚
園

の
教
育
・
保
育
環
境
の
向
上
や
幼
保
一
体
化
へ
の
対
応
を

図
る
た
め
、
施
設
設
備
の
整
備
に
対
し
て
新
た
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
私
立
高
等
学
校
等
生
徒
学
費
補
助
に
つ
い

て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
高
等
学
校
等
就
学
支

援
金
と
あ
わ
せ
て
県
内
私
立
高
校
の
平
均
授
業
料
相
当
額

を
助
成
し
、
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

二　

一
般
会
計

　

本
県
の
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
一

兆
七
千
七
百
六
十
三
億
九
千
二
百
万
円
で
、
二
十
二
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
、百
八
十
一
億
二
千
四
百
万
円
、一
・
〇
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三　

私
学
振
興
費

　

私
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
百
六
億
千
七
百
十

九
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
十
八
億
五
千
二
百
八
十
八

万
七
千
円
、
三
・
二
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
経
常
費
補
助

　

私
立
学
校
の
経
常
的
な
経
費
に
対
す
る
助
成
は
、
標
準

的
運
営
費
方
式
と
補
助
率
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
県

職
員
の
給
与
改
定
、「
少
人
数
教
育
等
き
め
細
か
な
学
習
指

導
の
推
進
」
の
導
入
及
び
生
徒
数
の
増
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
四
百
五
十
二
億
三
千
七
百
五
十
一
万
五
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
二
億
三
千
三
百
六
十
二
万
円
、
〇
・
五
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

校
種
別
で
は
、
高
等
学
校
は
、
百
八
十
八
億
千
三
百
五

十
万
三
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
一
・
二
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

中
等
教
育
学
校
は
、
七
億
四
百
十
三
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
、
一
・
四
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
五
十
六
億
六
千
九
百
七
十
四
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
〇
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
二
十
二
億
三
千
二
百
十
八
万
八
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
〇
・
一
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業

　

家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
意
志
あ
る
高
校

生
等
が
安
心
し
て
勉
学
に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
高
校
学
校

等
就
学
支
援
金
及
び
学
費
補
助
に
よ
り
、
家
庭
の
教
育
費

負
担
の
軽
減
を
図
る
事
業
で
、
予
算
額
は
、
就
学
支
援
金

と
学
費
補
助
を
合
わ
せ
て
、
百
二
十
億
三
千
八
百
四
十
六

万
七
千
円
で
、前
年
度
に
比
べ
、百
十
一
・
〇
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
に
加
え
て
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
高
校
生
等
に
つ
い
て
も
、
県
内
私
立
高
校
の
平
均
授
業

料
相
当
額
を
助
成
す
る
な
ど
、
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

（
三
）
私
立
学
校
生
徒
学
費
緊
急
支
援
事
業
費

　

保
護
者
の
失
職
や
倒
産
等
に
よ
り
、
家
計
が
急
変
し
た

児
童
・
生
徒
の
学
費
負
担
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
授

業
料
を
軽
減
し
た
私
立
高
等
学
校
等
に
補
助
す
る
も
の
で
、

予
算
額
は
、
三
千
八
百
六
十
万
八
千
円
で
、
前
年
度
と
同

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
）
私
立
学
校
施
設
耐
震
診
断
調
査
費
補
助

　

児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
と
災
害
時
の
近
隣
住
民
の
避

難
施
設
と
し
て
の
公
共
性
を
考
慮
し
て
、
耐
震
診
断
調
査

の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
費

の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
、
耐
震
診
断
未
実
施
校

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
予
算
額
は
、
三
千
三
百
四
十
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
六
・
七
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
五
）
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
制
度
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
金
の
給
付
財
源

の
一
部
を
補
助
し
、
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る

も
の
で
す
。
予
算
額
は
、
八
億
三
千
九
百
四
万
八
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
〇
・
二
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
六
）
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る
た
め
、

私
学
共
済
の
長
期
給
付
事
業
の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も

の
で
す
。予
算
額
は
、五
億
八
千
四
百
六
十
一
万
九
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
〇
・
八
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
七
）
私
学
団
体
助
成
費

　

私
学
保
護
者
会
連
合
会
を
は
じ
め
私
学
団
体
が
行
っ
て

い
る
「
い
じ
め
・
暴
力
」
関
連
研
修
並
び
に
「
薬
物
乱
用

防
止
研
修
」
等
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
す
。
予
算
額
は
、

総
額
で
、
六
百
二
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
八
）
公
私
立
学
校
協
調
事
業
費

　

従
来
の
公
立
、
私
立
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
公
教

育
を
担
う
公
私
の
高
等
学
校
が
協
調
を
深
め
、
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
、
共
に
向
上
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
た

め
の
協
調
事
業
と
し
て
、
神
奈
川
の
高
校
展
開
催
事
業
及

び
公
私
教
員
研
修
事
業
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
予
算

額
は
、
百
五
十
二
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
の
主
な
内
容
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
私
学
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神奈川県くらし文化部学事振興課平成23年度　私学助成の概要
　

私
学
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
教
育
に
お
け
る
私

立
学
校
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
県
内
百
十
万
人
の
児
童
・

生
徒
の
約
二
十
五
％
に
当
た
る
二
十
七
万
人
が
在
学
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　

①
教
育
条
件
の
維
持
向
上

　

②
児
童
生
徒
の
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

③
学
校
運
営
の
健
全
性
の
向
上

の
三
つ
を
柱
に
様
々
な
助
成
を
従
来
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�



平成 23 年度当初予算私学振興費の概要 学事振興課

事 業 名 等 平成 23 年度 平成 22 年度 比較増減 前年度比 摘　　　　　要当初予算額 当初予算額
[　] は内数 千円 千円 千円 ％

　教育条件の維持向上､修学上の経済的負担の軽減及び学校経営の健全性
の向上を図るため､私立学校の経常的な経費や特色ある教育への取組みに
対し助成する。

１ 経常費補助 45,237,515 45,003,895 233,620 100.5

（1）高等学校 18,813,503 18,589,911 223,592 101.2
[ 教育改革推進費 ] [ 131,350 ] [ 133,150 ] [ △ 1,800 ]

○県給与減額の復元による増（2）中等教育学校 704,130 694,151 9,979 101.4
[ 教育改革推進費 ] [ 5,100 ] [ 5,100 ] [ 0 ]

○県給与改定の影響による減
（3）中学校 5,669,740 5,713,100 △ 43,360 99.2

[ 教育改革推進費 ] [ 70,800 ] [ 70,800 ] [ 0 ] ○�一般補助への「少人数教育等きめ細かな学習指導の推進」の導入（高等
学校、中等教育後期）

（4）小学校 2,232,188 2,233,458 △ 1,270 99.9
[ 教育改革推進費 ] [ 32,100 ] [ 32,100 ] [ 0 ]

（5）特別支援学校 511,570 522,618 △ 11,048 97.9

（6）幼稚園 15,946,117 15,844,159 101,958 100.6
[ 預かり保育推進費 ] [ 574,850 ] [ 487,370 ] [ 87,480 ]
[ 地域開放推進費 ] [ 118,000 ] [ 112,000 ] [ 6,000 ]

（7）専修 ･ 各種学校 1,360,267 1,406,498 △ 46,231 96.7
[ 高等課程 ] [ 178,510 ] [ 187,969 ] [ △ 9,459 ] 95.0
[ 専門課程 ] [ 1,013,652 ] [ 1,040,995 ] [ △ 27,343 ] 97.4
[ 一般課程 ･ 各種学校 ] [ 2,676 ] [ 3,528 ] [ △ 852 ] 75.9
[ 外国人学校 ] [ 165,429 ] [ 174,006 ] [ △ 8,577 ] 95.1

２ 私立幼稚園特別 1,146,208 1,089,760 56,448 105.2 　障害のある幼児と共に学び､共に育つ保育を推進するため､障害のある幼
児を受け入れる幼稚園に対し助成する。支援教育費補助

○補助対象園児数の増1,589←1,511人（78人増）

３ 高等学校等就学 9,098,152 8,899,757 198,395 102.2 　家庭の状況にかかわらず､全ての意志ある高校生等が安心して勉学に打
ち込めるよう､高等学校等就学支援金及び生徒学費補助により､家庭の教育
費負担の軽減を図る。

支援事業費

・授業料 （単位:円）
４ 私立高等学校等 2,940,315 1,944,858 995,457 151.2 区　　　分 支援額合計生徒学費補助 就学支援 学費補助

生活保護世帯 420,000 237,600 182,400

市町村民税所得割非課税世帯
（年収250万円程度未満世帯） 420,000 237,600 182,400（1）高等学校等 2,800,989 1,854,479 946,510 151.0
年収250万円程度以上
年収350万円程度未満世帯 267,600 178,200 89,400

年収350万円程度以上
年収500万円程度未満世帯 214,800 118,800 96,000（2）専修学校高等課程 139,326 90,379 48,947 154.2
年収500万円程度以上
年収750万円程度以下世帯 193,200 118,800 74,400

・入学金 99,000円（対象は年収750万円程度以下世帯）
○市町村民税所得割非課税世帯の単価増

５ 私立学校生徒学費 38,608 38,608 0 100.0 　保護者の失職や倒産により､家計が急変した生徒等への影響を軽減する
た､授業料を軽減した私立高等学校等に対し助成する。緊急支援事業費

高等学校等 補助額（円） 小中学校 補助額（円）

生活保護相当世帯または年収250
万円程度未満世帯 118,800

生活保護相
当世帯 168,000

住民税所得
割非課税 149,000

年収250万円程度以上年収750万
円程度以下世帯 59,400 一定所得基

準額以下 90,000

６ 私立学校振興資金 3,619 4,142 △ 523 87.4 　教育環境の充実､災害時の安全確保を図るため､施設整備に対しその資金
の融資あっせんを行うとともに利子の一部を補給する。利子補給費

・補助率 1.0%（償還期間10年以内）
1.2%（償還期間10年超）

・補給期間 10年間

７ 私立学校施設耐震 33,400 35,800 △ 2,400 93.3 　児童生徒等の安全確保及び災害時の避難施設としての公共性の観点か､
耐震診断調査を実施する私立学校に対し助成する。診断調査費補助

・補助限度額　高3,400千円、小中1,800千円､
　　　　　　　幼1,000千円、専各1,400千円
・補助率 2/3以内

８ 私立学校教職員 839,048 837,674 1,374 100.2 　教職員の福利厚生を充実するため､退職手当金給付財源の一部を助成する。退職金制度補助金

（1）小 ･ 中 ･ 高等学校 493,632 497,261 △ 3,629 99.3 ・補助率 県 18/1000

（2）幼稚園 284,961 279,146 5,815 102.1 ・補助率 県 13/1000

（3）専修 ･ 各種学校 60,455 61,267 △ 812 98.7 ・補助率 県 17/1000

９ 日本私立学校振興 584,619 579,727 4,892 100.8 　教職員の福利厚生を充実するため､私学共済の長期給付財源の一部を助
成する。共済事業団補助金
・補助率 県 8/1000

10 私学団体助成費 6,200 6,100 100 101.6 　中学高等学校協会他４私学団体の研修事業費等に助成する。

・研修事業（いじめ薬乱除く）	 4,440千円
・いじめ暴力､薬物乱用防止研修	 1,060千円
・教育連携事業への支援	 600千円
　専修各種学校協会50周年事業	 100千円

11 公私立学校 1,525 2,216 △ 691 68.8 　公私立高等学校による協調事業を実施する。
協調事業費 ・神奈川の高校展事業 1,300千円

・公私教員研修事業 225千円
12 私立幼稚園 674,000 0 674,000 皆増 　私立幼稚園の教育･保育環境の向上等のための施設整備に助成する。施設設備等補助

・幼保一体化対応事業
・安全･安心な教育環境の整備事業
・学習環境の向上事業

13 その他 13,981 321,766 △ 307,785 4.3 ・私立学校審議会費ほか

（22年度 私立幼稚園緊急環境設備費補助　307,855千円）

合　　　　計 60,617,190 58,764,303 1,852,887 103.2

�



　

今
回
の
特
集
記
事
は
、「
食
育
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
原
稿
を
大
塚
製
薬
・
横
浜
支
店

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
加
藤
雄
士
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
博
士
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

大
塚
製
薬
・
横
浜
支
店
に
は
、
４
月
の
「
神
奈
川
私
立
中
学
相
談
会
」（
５
年
連
続
）
及

び
７
月
の
「
神
奈
川
全
私
学
（
中
・
高
）
展
」（
11
年
連
続
）
に
無
料
か
つ
手
弁
当
で
、
暑

い
中
、
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
生
徒
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
相
当
量
の
飲
料
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

過
日
、
昨
夏
の
猛
暑
の
中
で
発
生
し
た
「
熱
中
症
」
や
「
食
育
」
に
つ
い
て
お
話
し
を

伺
う
機
会
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す
く
熱
弁
を
ふ
る
う
姿
に
感
動
し
、
限
ら
れ
た
原
稿
ス
ペ
ー

ス
で
す
が
原
稿
を
依
頼
し
ま
し
た
。

アメリカの健康専門月刊誌「ヘルス」による世界の５大健康食品が発表されました。※ 1
なんと、その中に日本人の食文化に欠かせない「大豆」がランクイン！
日本人が長寿なのは大豆をたくさん食べているからなのかも知れませんね。
日本の大豆の他は、韓国のキムチ、スペインのオリーブ油、ギリシャのヨーグルト、インドの
レンズ豆です。しかし、最近、食事の欧米化で、大豆の摂取量が少なくなっています。※下図参照
特に、中高生など若い方の大豆摂取量が顕著に少なくなっています。

大豆は「畑のお肉」であり「ミラクルフード」

大豆の摂取量が減少している！

大豆は、「畑のお肉」と言われて、良質のたんぱく質が約35％も含まれています。
しかもコレステロール０さらに沢山の栄養素、「ミラクルフード」と呼ばれているのもうなずけます。

4月からはじまる新生活に食生活も見直してみてはいかがでしょうか？食事で大
豆を摂れない時には、携帯性に優れている大豆バーなどを利用すると良いでしょ
う。すっきり大豆を摂りたい時には大豆炭酸飲料もおススメです。家族みんなで、
日本人長寿の秘訣「大豆」をたくさん食べて大豆健康生活をはじめましょう！

≪ミラクルフード大豆の豊富な栄養素≫ コレステロール0ゼロ

大豆炭酸飲料
（ソイッシュ）

大豆バー
（ソイジョイ）

汗って
しょっぱい！

知っていますか？熱中症 人の体液 ＝ 水 ＋ 塩分

熱中症とは、熱虚脱、熱疲労、熱けいれん、熱射病の総称です。特に蒸し暑い時にかかり
やすい症状で、命を落とすこともある恐ろしい症状のことです。人の身体の約2/3水分
です。その水分には、およそ0.9％のナトリウムが含まれています。汗って、しょっぱい
ですよね。水だけでは熱中症を防げません。塩分もしっかり摂取しましょう！

ナトリウムの量が少ないスポーツ
ドリンクもあります。裏の表示を
確かめてくださいね！！水分・塩分の摂取について

身体活動強度に応じて必要な摂取量などは異なりますが、WBGT基準値※ 2を超える場
合は、少なくとも、0.1 ～ 0.2％の食塩水、ナトリウム40～ 80mg/100ml のイオ
ンウォーター又は経口補水液等を、20～ 30分ごとにカップ1～2杯程度を摂取する
ことが望ましいと言われています。※ 3

イオンウォーター

●問い合わせ先●　大塚製薬株式会社横浜支店　045-314-5261※　1　アメリカの健康専門月刊誌「ヘルス」2006 年 3月号より
※　2　気温、湿度、輻射熱の 3因子を取り入れた、スポーツ活動や労働時の熱中症予防の温度指標
※　3　厚生労働省平成 21年通達「職場における熱中症の予防について」より

植物
性

タン
パク
質 大豆

レシ
チン大豆

オリ
ゴ糖 大豆

サポ
ニン食物

セン
イ 鉄 葉酸大豆

イソ
フラ
ボン

特 集見直そう！日本の食文化

はじめよう大豆の健康生活

食
育
を

考
え
る

今からはじめよう熱中症対策！
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去
る
11
月
12
日
（
金
）
に
平
成
22
年
度
第
一
回
研
修
事

業
「
キ
ャ
ッ
ツ
観
劇
」
を
私
学
保
護
者
会
連
合
会
と
私
学

保
護
者
会
交
流
会
と
の
共
催
で
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

折
り
し
も
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
開
催
中
で
み
な
と
み
ら
い
地
区
は
厳

戒
警
備
に
守
ら
れ
て
の
開
催
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
劇
団
四
季
の
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
は
、

１
９
８
３
年
の
初
演
以
来
、
全
国
の
キ
ャ
ッ
ツ
シ
ア
タ
ー

で
展
開
さ
れ
、
こ
こ
横
浜
み
な
と
み
ら
い
の
キ
ャ
ッ
ツ
シ

ア
タ
ー
は
、
２
０
０
９
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
両
団
体
よ
り
１
５
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

シ
ア
タ
ー
内
は
、
ス
テ
ー
ジ
と
観
客
席
が
一
体
化
し
た

つ
く
り
で
、
猫
に
扮
し
た
俳
優
さ
ん
た
ち
が
、
す
ぐ
脇
を

通
り
過
ぎ
る
の
で
、
ス
テ
ー
ジ
ば
か
り
気
に
し
て
い
る
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
俳
優
さ
ん
の
息
づ
か
い
を
も

感
じ
る
状
態
で
の
公
演
に
時
の
経
つ
の
も
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

公
演
中
に
熱
唱
さ
れ
る
名
曲
「
メ
モ
リ
ー
」
は
、
そ
の

メ
ロ
デ
ィ
と
歌
声
に
あ
ら
た
め
て
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
披

露
宴
な
ど
の
宴
席
で
、
こ
の
「
メ
モ
リ
ー
」
を
入
場
曲
と

し
て
採
用
さ
れ
た
り
聴
い
た
事
の
あ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
超
の
公
演
終
了
時
は
、
鍛
え

ぬ
か
れ
た
エ
ン
タ
テ

イ
メ
ン
ト
の
高
さ
で

鳴
り
止
ま
な
い
カ
ー

テ
ン
コ
ー
ル
の
嵐
で

し
た
。
シ
ア
タ
ー
内

の
キ
ャ
ッ
ツ
グ
ッ
ズ

を
思
い
思
い
に
買
い

求
め
シ
ア
タ
ー
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た

事
務
局
な
ら
び
に
関

係
者
の
皆
様
方
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
7
日
、
私
立
小
・
中
・
高

等
学
校
の
私
学
振
興
全
国
大
会
が
日
比

谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
教
育
関

係
者
や
保
護
者
の
方
々
が
、
日
比
谷
公

会
堂
に
参
集
し
ま
し
た
。
立
っ
て
参
加

す
る
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
巻
く

教
育
環
境
の
危
機
の
大
き
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
趣
旨
は
、
子
ど
も
た
ち

を
教
え
育
む
こ
と
は
、
未
来
へ
の
投
資

と
し
て
社
会
全
体
が
こ
れ
ら
を
支
え
る

と
い
う
理
念
の
下
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
の

個
性
や
能
力
に
応
じ
て
、
学
校
を
自
由

に
選
択
で
き
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
し

か
し
私
立
学
校
に
お
い
て
は
教
育
施
設
・

設
備
に
お
い
て
著
し
く
低
く
学
校
運
営

の
安
定
性
と
継
続
性
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
充

実
整
備
は
、
子

ど
も
た
ち
が
、

自
ら
選
択
し
た

私
立
学
校
で
、

質
の
高
い
特
色

あ
る
教
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う

国
公
立
学
校
に
準
じ
た
国
の
財
政
支
援

が
当
然
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

左
記
の
決
議
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
立
学
校
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
の
一
層
の
充
実
整
備
の
あ
と

一
、
国
に
よ
る
私
立
高
等
学
校
等
に
対
す

る
経
常
費
助
成
費
等
補
助
金
並
び
に
施

設
・
設
備
関
係
補
助
金
の
拡
充
・
強
化
。

一
、「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
」

の
改
善
を
は
じ
め
、
国
公
私
立
学
校
間

の
保
護
者
負
担
の
格
差
是
正
。

　

割
れ
ん
ば
か
り
の
賛
同
の
拍
手
が
鳴

り
響
く
中
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
回
の
協
議
会
は
前
回
と
は
違

い
、
学
校
運
営
研
修
会
と
合
同
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
委
員
で
も
あ
り
学

校
運
営
研
究
委
員
会
委
員
長
の
夏
村

充
先
生
か
ら
、
佐
賀
県
で
行
わ
れ
た

二
〇
一
〇
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究

大
会
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に

横
浜
弁
護
士
会
弁
護
士
宮
下
京
介
先
生

に
よ
る
「
人
権
と
法
教
育
」
の
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
難
し
い
話
で
し
た

が
、
人
権
と
法
教
育
は
繋
が
り
が
あ
り

必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

法
律
の
下
、
人
間
は
平
等
で
あ
り
そ

の
法
律
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ぜ
平
等
な

の
か
も
は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
い
訳
で

す
か
ら
法
教
育
は
大
切
な
も
の
、
そ
し

て
必
要
な
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
如
何

し
て
も
、
法
律
関
係
の
話
は
難
し
い
と

先
入
観
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
生

活
し
て
行
く
中
で
常
に
接
し
て
い
る
事

柄
で
あ
り
、
特
に
人
権
と
は
何
か
を

し
っ
か
り
理
解
す
べ
き
上
で
は
、
欠
か

せ
な
い
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
講
演
を

お
聞
き
し
て
、
人
権
を
履
き
違
え
て
理

解
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
な
こ
と
だ

と
、
そ
し
て
私
た
ち
保
護
者
は
子
ど
も

た
ち
に
正
し
い
情
報
を
与
え
る
義
務
が

あ
る
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
様
な
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
さ
せ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

◇
国
際
言
語
文
化
ア
カ
デ
ミ
ア
は
、
言
語
及
び
文
化
に
関
す
る

講
座
な
ど
を
通
じ
、
県
民
の
国
際
相
互
理
解
の
促
進
を
図
り
、

国
籍
又
は
民
族
の
異
な
る
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
及
び
そ

の
背
景
の
違
い
を
認
め
合
い
、
地
域
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
共
に
生
き
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め

の
施
設
と
し
て
、
平
成
23
年
1
月
に
横
浜
市
栄
区
（
本
郷
台
駅

そ
ば
）
に
あ
る
「
地
球
市
民
か
な
が
わ
プ
ラ
ザ
」
内
に
開
設
し

ま
し
た
。

　

国
際
言
語
文
化
ア
カ
デ
ミ
ア
は
4
月
か
ら
本
格
的
に
事
業
を

展
開
し
、
平
成
23
年
度
は
外
国
籍
県
民
支
援
事
業
と
し
て
、
日

本
語
の
指
導
者
養
成
、
外
国
籍
県
民
の
日
本
語
習
得
支
援
、
外

国
籍
県
民
の
支
援
者
養
成
の

25
講
座
を
開
講
、
生
涯
学
習
支

援
事
業
と
し
て
、
異
文
化
理
解

を
通
じ
た
共
生
意
識
の
醸
成

を
図
る
た
め
の
講
座
な
ど
19

講
座
の
開
講
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

研
修
講
座
案
内
は
、
県
庁
、

地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
の

他
、
市
町
村
の
国
際
施
策
担
当

課
、国
際
交
流
団
体
・
ラ
ウ
ン
ジ
、

社
会
福
祉
協
議
会
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
等
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
講
座
案
内
は
、

神
奈
川
県
立
国
際
言
語
文
化

ア
カ
デ
ミ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.kanagaw

a.
jp/cnt/f7807/index.htm

l

で

も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

異
な
る
言
語
や
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
多

く
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
受
講
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
国
際

言
語
文
化
ア
カ
デ
ミ
ア
の
事
業

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

国
際
言
語
文
化
ア
カ
デ
ミ
ア
の
案
内

神
奈
川
県
県
民
局
・
学
事
振
興
課

外国籍県民やその支援を行う方へ
の日本語講座等を通じた、外国籍
県民の暮らしやすい環境づくり

外国籍県民支援事業

◇日本語や教授法に関する講座
◇外国籍県民向け日本語講座
◇外国籍県民窓口の自治体職員研修
◇外国籍生徒の教科指導のための研修
◇外国籍県民支援関連の講座

多文化共生
社会の実現

外国語にかかる教員研修事業

国際言語文化アカデミアの事業

県民の皆さんの共生意識を醸成
し、多文化共生の社会づくりに寄
与する人材の育成

生涯学習支援事業

◇多文化・異文化理解向け教養講座
◇異文化理解のための外国語講座

第
一
回
研
修
事
業 

キ
ャ
ッ
ツ
観
劇

会
計
理
事　

星
野　

俊
則

（
ア
レ
セ
イ
ア
湘
南
後
援
会
会
長
）

私
学
振
興
大
会
に
参
加
し
て

監
事　

内
田
み
ち
子

（
横
浜
女
学
院
中
学
高
等
学
校
後
援
会
副
会
長
）

第
二
回

い
じ
め・
暴
力
対
策
協
議
会
に
て

理
事　

深
沼　

昭
彦

（
横
浜
清
風
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

�



●
ソ
ロ
活
動
も
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ　

ｂ
ｙ　

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
」

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
、
横
浜
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
楽
し
み
に
参
り
ま
し
た
。
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
相
模
原
市
で
、

同
じ
神
奈
川
で
す
か
ら
横
浜
に
は
遊
び
に
も
演
奏
に
も
何
度
か
来
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
好
き
な
街
で
す
。
～
略
～

　

私
の
演
奏
を
聴
く
の
は
、
多
分
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
め
て
だ
と
思
い

ま
す
。
～
略
～

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
曲
を
全
く
紹
介
せ
ず
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、「Step  by  Step

」
と
い
う
曲
で
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
で
す
。

「
一
歩
ず
つ
」
と
い
う
こ
と
で
私
の
ソ
ロ
活
動
も
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
階

段
を
昇
っ
て
い
く
よ
う
に
、
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
気
持
を
込

め
て
、
ソ
ロ
活
動
を
始
め
た
頃
に
創
っ
た
希
望
い
っ
ぱ
い
の
曲
で
し
た
。

　

次
の
曲
に
い
き
ま
す
。「
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
・
リ
ッ
ツ
ァ
・
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
」
と
い
う
長
い
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の

た
め
に
創
ら
れ
た
、
と
て
も
珍
し
い
曲
で
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
得
意
技

を
た
く
さ
ん
生
か
し
た
楽
し
い
曲
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

（
♪
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
・
リ
ッ
ツ
ァ
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

●
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
惹
か
れ
て

　

中
学
の
時
、こ
の
楽
器
に
一
目
惚
れ
、と
に
か
く
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ

て
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
の
頃
は
今

よ
り
視
力
が
あ
り
ま
し
た
が
、
教
室
で
は
い
つ
も
一
番
前
の
席
で
黒
板
の

文
字
を
写
し
て
い
る
状
況
、
も
ち
ろ
ん
文
字
は
見
る
こ
と
も
書
く
こ
と
も

で
き
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
学
校
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
に
入
っ
た
時
、こ
の
楽
器
を
希
望
し
た
の
で
す
が
、ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
は
形
が
長
い
の
で
楽
譜
を
遠
く
に
置
か
な
い
と
吹
け
な
い
の
で
す
。
だ
か

ら
楽
譜
を
見
な
が
ら
吹
く
の
は
私
の
視
力
で
は
難
し
い
の
で
、
と
に
か
く

楽
譜
が
覚
え
や
す
い
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
楽
器
の
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
が
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
～
略
～

　

で
も
諦
め
き
れ
ず
高
校
へ
行
っ
て
、
部
活
の
顧
問
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
そ
れ
な
ら
や
っ
て
み
た
ら
」
と
い
う
こ
と
で
晴
れ
て
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
や

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
～
略
～

　

そ
の
ま
ま
大
学
へ
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
専
攻
で
進
み
、
４
年
間
必
死
で
み
ん
な

に
つ
い
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
で
、
楽
譜
も
１
日
に
３
曲
も
４
曲
も
覚
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
で
し
た
。徹
夜
を
し
た
り
し
つ
つ
覚
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
楽
器
が
嫌
い
に
な
る
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
業

間
際
に
視
力
が
今
ま
で
に
な
く
見
え
に
く
く
な
り
、
駅
の
ホ
ー
ム
で
の
駆

け
込
み
乗
車
で
電
車
と
ホ
ー
ム
の
間
に
足
を
挟
ま
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
か
、

ポ
ー
ル
に
お
で
こ
を
ぶ
つ
け
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
、

私
自
身
、
前
に
比
べ
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
卒
業
す
る
ま
で
な
ん
と
か
視
力
も
も
ち
ま
し
た
。

●
ソ
リ
ス
ト
へ
の
道
～
10
周
年
を
迎
え
て
～

　

音
大
を
卒
業
し
て
楽
器
で
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
の
場
合
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
道
は
あ
り
ま
す
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

入
る
場
合
は
楽
譜
が
つ
き
ま
と
う
し
、
団
体
行
動
だ
し
全
く
見
え
な
く

な
っ
て
は
プ
ロ
と
し
て
も
や
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
ソ
リ
ス
ト
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
、
～
略
～
、
私
が
ソ
ロ
を
や
る
こ
と
は
、
一
般
の
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
の
か
な
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
当
に

音
楽
を
聴
き
た
い
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
こ
う
い
う
音
だ
っ
た
の
か
と
い
う

人
た
ち
が
一
人
増
え
、
ま
た
一
人
増
え
て
、
今
年
で
10
周
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
音
楽
を
聞
き
に
来
て
く
れ
て

い
る
方
々
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
ソ
ロ
活
動
を

始
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と
も
、
こ
ん
な
言
い
方
し
た
ら
誤
解
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
お
陰
で
、
こ
の
道
が
見
つ
か
っ
た

の
だ
な
と
今
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
今
は
こ
う

し
て
皆
さ
ん
の
前
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
本
当
に
嬉
し
く
て

こ
の
楽
器
に
出
会
え
た
こ
と
が
良
か
っ
た
な
あ
と
す
ご
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
今
日
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
の
は
昨
年
の
夏
に
日
本
テ
レ
ビ

の
24
時
間
テ
レ
ビ
に
私
が
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
を
、
た
ま
た
ま
ご

覧
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
お
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。
～
略 

～

　

そ
の
時
演
奏
し
た
の
が
フ
ォ
ル
ス
ト
作
曲
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
で
す
。

～
略
～

　

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
低
音
を
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
♪
ジ
ュ
ピ
タ
ー
）

●
素
直
な
気
持
ち
で
「
あ
り
が
と
う
」

　

私
は
小
・
中
学
校
時
代
に
他
の
人
よ
り
見
え
に
く
い
と
い
う
自
覚
は
あ

り
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
ハ
ン
デ
も
時
々
出
て
き
ま
す
。た
と
え
ば
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
球
技
系
は
本
当
に
恐
く
て
、
… 

～
略
～ 

…
、
私
の
６
年
生
の
担
任

だ
っ
た
先
生
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
学
校
を
訪
問
し
た
時
、
～
略
～　

先
生
の
話

に
よ
る
と
、
当
時
の
リ
ー
ダ
ー
の
何
人
か
を
呼
ん
で
「
加
奈
ち
ゃ
ん
は
、
み

ん
な
と
一
緒
に
で
き
る
か
な
あ
。」
と
も
ち
か
け
た
そ
う
で
す
。
～
略
～

　

小
学
生
な
り
の
自
然
な
助
け
合
い
の
中
で
一
緒
に
参
加
で
き
た
と
い

う
こ
と
を
大
人
に
な
っ
て
か
ら
聞
い
て
「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
。」

と
改
め
て
感
謝
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
感
じ
で
小
学
校
、
中
学
校
の
時
、
皆
さ
ん
の
助
け
が
あ
っ
た

こ
と
を
私
が
知
ら
ず
に
、素
直
に
あ
り
が
と
う
と
言
え
ず
に
来
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
今
で
は
後
悔
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
や
っ
と
気
づ
け
た
の
が

見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
で
す
。
見
え
て
い
た
頃
は
人
に
ぶ
つ
か
っ
て
も

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
目
が
不
自
由
な
も
の
で
」
と
言
え
な
く
て
、
み
ん
な

と
同
じ
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持
で
い
た
の
で
素
直
に
「
助

け
て
！
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

実
際
見
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
皆
さ

ん
に
物
理
的
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
今
、
実
際
見
え

な
い
の
で
す
か
ら
、
助
け
て
も
ら
え
る
こ
と
は
素
直
に
嬉
し
く
、
自
然

に「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
が
素
直
に
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
っ
た
一
言
で
す
が
も
っ
と
早
く
か
ら
気
づ
い
て
い
た
ら
、
み
ん

な
に
素
直
に
あ
り
が
と
う
と
言
え
た
の
だ
な
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う

い
う
気
持
を
今
日
ま
た
新
た
に
も
っ
た
の
で
、
助
け
て
も
ら
う
す
べ
て

の
方
に
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
い
き
た
い
、
そ
し
て
私
も
何
か
恩
返
し
を
し

て
い
き
た
い
と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。

●
思
い
出
深
い
「
ひ
か
り
の
う
た
」

　

そ
う
い
う
こ
と
で
次
の
曲
も
私
の
作
っ
た
曲
で
「
ひ
か
り
の
う
た
」
で

す
。
と
て
も
思
い
出
深
い
、
思
い
入
れ
の
強
い
曲
で
、
視
力
が
低
下
し
て

き
て
今
、
目
で
感
じ
る
光
が
段
々
と
薄
れ
て
き
た
と
き
に
作
っ
た
曲
で
す
。

作
っ
た
当
初
は
、
目
で
感
じ
て
い
る
光
を
「
ず
っ
と
覚
え
て
い
た
い
」
か

ら
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
た
い
」
と
い
う
気
持
で
作
り
ま
し
た
。
何
年
も
演

奏
し
て
い
く
う
ち
に
目
で
光
は
、全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
感
じ
な
く
な
っ

た
代
わ
り
に
、皆
さ
ん
が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
温
か
さ
が
す
ご
く
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
私
自
身
も
素
直
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が

で
き
て
、
目
で
感
じ
る
光
だ
け
で
な
く
、
心
で
感
じ
る
光
も
あ
っ
た
の
だ

な
あ
と
大
人
に
な
っ
て
か
ら
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
り
が

と
う
の
感
じ
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
お
返
し
し
た
い
と
思
っ
て
演
奏
し
て
い
る

と
て
も
大
切
な
曲
の
一
つ
で
す
。
目
を
閉
じ
て
周
り
の
人
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
曲
で
す
。
そ
れ
で
は
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

（
♪
ひ
か
り
の
う
た
）

第二回研修事業

平
成
23
年
2
月
25
日　
　

場
所
●
ホ
テ
ル
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

鈴
木 

加
奈
子
さ
ん　

コ
ン
サ
ー
ト
＆
講
演

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に
夢
を
乗
せ
て

�



　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
今
ま
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

本
当
に
今
は
幸
せ
な
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
う
し
て
好
き
な
こ
と
で

皆
さ
ん
と
時
間
を
共
有
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
笑
顔

で
、
元
気
で
帰
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
、
い
つ
も
演
奏
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
う
い
う
こ
と
に
巡
り
会
え
て
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
視
覚
障
害
者
と
し
て
の
生
活　

～
盲
導
犬
ナ
ン
シ
ー
と
共
に
～

　

今
、
私
自
身
は
見
え
な
い
で
す
が
、
そ
う
し
た
中
で
生
活
に
色
々
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
物
理
的
に
文
字
を
見
る
、
書
く
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
出
て
き
た
の
が
点
字
で
す
。
～
略
～

　

音
楽
を
や
っ
て
楽
譜
が
見
え
な
い
の
は
不
便
で
す
が
、
楽
譜
に
も
点

字
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
も
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
～
略
～

　

日
常
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
不
便
に
は
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
今
の
時

代
す
ご
く
様
々
な
技
術
が
進
歩
し
て
い
て
便
利
な
道
具
が
た
く
さ
ん
出

て
い
ま
す
。
～
略
～

　

触
読
式
腕
時
計
で
す
…
。
同
じ
よ
う
に
携
帯
電
話
が
あ
り
ま
す
。
…

こ
の
携
帯
は
全
部
音
声
が
出
て
画
面
の
数
を
読
ん
で
く
れ
る
携
帯
で
す
。

～
略
～

　

他
に
も
道
具
が
あ

り
ま
す
。
色
を
知
る

道
具
、
光
を
知
る
道

具
も
あ
り
ま
す
。
～

略
～

　

次
の
曲
に
い
き
ま

す
。（♪

虹
の
彼
方
に
）

　

盲
導
犬
の
ナ
ン

シ
ー
ち
ゃ
ん
が
登
場

し
ま
す
。
～
略
～

　

目
が
見
え
な
く

な
っ
た
こ
と
で
不
便

な
こ
と
の
一
つ
に
、
一

人
で
外
を
歩
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
白
杖
の
訓
練
を
一
年
受
け
て
何

と
か
電
車
に
も
一
人
で
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
の
移

動
で
も
緊
張
し
て
非
常
に
疲
れ
て
帰
っ
て
く
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
ナ
ン
シ
ー
と
24
時
間
一
緒
に
い
る
の
で
心
の
安
ら
ぎ
に
な
り
、

私
自
身
が
前
向
き
な
気
持
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
～
略
～

　

ナ
ン
シ
ー
が
来
て
か
ら
は
、
行
き
た
い
時
に
行
き
た
い
所
に
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
楽
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
身
体
の
一
部
と
い
う

感
じ
で
す
。
～
略
～

　

盲
導
犬
は
こ
の
ハ
ー
ネ
ス
を
つ
け
て
い
る
時
は
お
仕
事
中
で
す
。「
仕

事
中
は
話
し
か
け
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
よ

く
言
っ
て
い
ま
す
。
～
略
～

　

盲
導
犬
に
話
し
か
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
も
話
し

か
け
て
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
違
っ
て
盲
導
犬
を
つ
れ

て
い
て
も
、
私
は
地
図
を
頭
に
描
い
て
常
に
ナ
ン
シ
ー
に
指
示
し
な
が

ら
歩
い
て
い
る
の
で
す
。
目
の
見
え
な
い
方
が
迷
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
な
と
い
う
場
面
を
見
か
け
た
ら
、
犬
に
で
は
な
く
、
人
に
「
お
手

伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
感
じ
で
、
一
声
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す

と
す
ご
く
安
心
で
き
る
の
で
す
。
是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
信
号
が
あ
り
ま
す
。
信
号
を
犬
が
判
断
し
て
い
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
犬
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
犬
の
目
で
は
色
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
人
が
耳
で
車
の
流
れ
る
音
を
聞
い
て
判
断
し
て
渡
っ
て
い
ま
す
。

周
り
の
方
が
「
今
、
赤
で
す
よ
」
と
か
一
声
あ
る
と
安
心
し
ま
す
。

　

ナ
ン
シ
ー
も
家
に
帰
れ
ば
普
通
の
ペ
ッ
ト
で
す
。
自
由
気
ま
ま
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
～
略
～

　

次
の
曲
は
、
私
が
盲
導
犬
と
共
に
全
国
を
歩
き
た
い
と
い
う
夢
を
描

き
つ
つ
創
っ
たD

ream

で
す
。
今
ナ
ン
シ
ー
を
足
下
に
置
い
て
演
奏
で

き
る
こ
と
に
と
て
も
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
様
々
な
夢
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

（
♪D

ream
）

●
質
問
コ
ー
ナ
ー

（
質
問
）
私
は
あ
る
自
治
体
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
で
は
身
体
の

不
自
由
な
方
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
日
頃
よ
り
思
っ
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ

ん
の
よ
う
に
活
発
に
活
動
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
補
助
事

業
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の
が
あ
れ
ば
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
加
奈
子
さ
ん
応
答
）最
近
色
々
な
面
で
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、

道
も
歩
き
や
す
く
な
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
充
実
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
つ
い
て
な
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
あ
る

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
な
ど
を
置
か
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

　

信
号
判
断
が
難
し
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
で
も
ピ
ヨ
ピ
ヨ
鳴
る
と
安
心

し
て
渡
れ
ま
す
。
せ
め
て
大
き
な
交
差
点
に
あ
っ
た
ら
な
あ
と
思
い
ま

す
。
私
自
身
も
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
実
現
し

て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
多
く
、
も
っ
と
更
に
ハ
ー
ド
面
で
充
実
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
と
、
な
ん
と
い
っ
て
も
声
を
か
け
合
え
る
街
づ
く
り
が

進
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・�

今
日
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
主
人
が
信
号
の
設
計
部
門
の
会
社

に
い
ま
す
。
今
日
の
鈴
木
さ
ん
の
内
容
を
主
人
に
伝
え
て
、
世
界
中

が
住
み
や
す
い
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・�

中
学
生
の
と
き
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
て
、
口
の
周
り
が
荒
れ

て
す
ご
か
っ
た
の
で
す
が
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
や
っ
て
い
て
何
か
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
か
。
～
略
～
。

　

最
後
の
曲
の
前
に
、「
10
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
お
知
ら
せ
で
す
。
私

の
出
身
地
で
あ
る
橋
本
の「
杜
の
ホ
ー
ル
は
し
も
と
」で
12
月
10
日
で
す
。

～
略
～

　

も
う
一
つ
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
で
放
送
中
の
ド
ラ
マ
の
中
で
、「
光
の
曲
」
を
は

じ
め
、
私
の
曲
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
週
、
土
曜
夜
の
８
時
で
す
。

そ
れ
で
は
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
を
送
り
ま
す
。

（
♪
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
）

●
（
ア
ン
コ
ー
ル
）
ナ
ン
シ
ー
は
帰
る
気
満
々
で
す
が
、
お
言
葉
に
甘
え
て

も
う
一
曲
、演
奏
し
ま
す
。
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の「TU

N
A

M
I

」で
す
。

（
♪TU

N
A
M
I

）

…
花
束
贈
呈
…
。

心で感じる光
理事　原　大蔵

（聖光学院　聖光会理事）
2011年2月22日ニュージーランドで大地震

があった。日本人二十数人の通う英語学校の
入っているビルが倒壊し、彼らは生き埋めに
なった。19歳の青年は幸いにも救助されたが、
その現場で命と引き換えに右足を失った。瓦
礫の下敷きになった右足を切断する決断は、
サッカー部の主将をしていた彼にはとてもつ
らいものだっただろう。
しかし、その二日後彼は病院のベットで
ピースサインのポーズをとり笑顔で話した。
「命があるだけで幸せです。早く他の人たちを
助けてあげてほしい。」と。
そんなニュースを見たその日の午後に研修
事業の講演があった。小学校のころから目が
悪くなり始め今では全盲に近いプロのトロン
ボーンソリストの鈴木加奈子さんが講師だっ
た。彼女は約2時間に渡り、素敵なトロンボー
ンの音色を聞かせてくれたが、その曲の間に、
自分のこれまでの人生を語り、目の見えない
人の本音の話や盲導犬の事を話してくれた。
私は普段そんなに音楽を聴かない。だから、
音楽についてはろくな感想はかけない。そん
な私が、この講演から帰る車中では、買った彼
女のＣＤを聞きながら、不思議なくらいに和
やかな春のような気分になっていた。
私よりひとまわり以上若いアラサーの彼女

は、とてもはつらつとして元気で、そして肩か
らすっかり力が抜けているような感じ方だっ
た。一生懸命生きているのに力みが感じられ
ない。彼女の音にもそれがそのまま表現され
ているように感じた。
「生きていることに感謝し、今の自分の状況
に感謝し、その感謝を周りの人に返したい。」
ただそれだけ。そんな風に私は感じた。
彼女の「トロンボーンソリストとしてこう

して活動できるのも、人からもらっている目
に見えないたくさんの光を感じられるよう
になったのも、目が見えなくなったおかげで
す。」という言葉が、何もさえぎるものなく私
の心に染み込んできた。
彼女を紹介する役を務めた私がその際に

「目に見えない心で感じる光を感じ取ってく
ださい。」といったが、その光を私が一番もら
えたと心から感謝している。

�



■発行者　『神奈川県私学保護者会連合会』	 〒221-0833	 横浜市神奈川区高島台7番地5  神奈川県私学会館内	 ☎045（321）1901
■印刷所　『有限会社　イソノ』	 〒235-0016	 横浜市磯子区磯子3-10-4	 ☎045（753）2549

◆
10
月
25
日
（
月
）

い
じ
め
・
暴
力
行
為
防
止
運
動
推
進
会
議

（
深
沼
理
事
）

◆
11
月
４
日
（
木
）・
23
日
（
火
）

社
会
環
境
健
全
化
推
進
街
頭
キ
ァ
ン
ペ
ー
ン

（
永
沢
理
事
・
内
田
監
事
）

◆
11
月
28
日
（
日
）

か
な
が
わ
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
報
告

（
佐
藤
副
会
長
）

◆
12
月
２
日
（
木
）・
22
日
（
水
）・
１
月
31
日
（
月
）

神
奈
川
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
腰
山
理
事
）

◆
３
月
17
日
（
木
）

い
じ
め
、
暴
力
行
為
問
題
対
策
協
議
会

（
市
川
会
長
含
め
４
名
）

◆
３
月
17
日
（
木
）

神
奈
川
県
レ
ジ
袋
削
減
実
行
委
員
会
（
内
田
監
事
）

◆
そ
の
他

・
日
私
学
保
連
理
事
会
（
市
川
会
長
）

・
神
奈
川
私
学
新
春
の
つ
ど
い
（
１
月
14
日
）

・�

第
２
回
研
修
会
（
鈴
木
加
奈
子
さ
ん
「
コ
ン
サ
ー

ト
＆
講
演
」：
２
月
25
日
）

◆
５
月
10
日
（
火
）

平
成
22
年
度
５
月
理
事
会
（
最
終
）

◆
５
月
24
日
（
火
）

平
成
23
年
度
「
定
時
総
会
」
ホ
テ
ル
・
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト

＊
「
特
別
演
奏
会
」�

無
伴
奏
で
の
チ
ェ
ロ
演
奏
会（
神

奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
首

席
奏
者
山
本
裕
康
氏
を
予
定
）

◆
４
月
29
日
（
金
・
祝
）

「
神
奈
川
私
立
中
学
相
談
会
」
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展

示
ホ
ー
ル
Ｄ

◆
７
月
18
日
（
月
・
祝
）

「
２
０
１
１
全
私
学
（
中
・
高
）
展
」
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
Ｄ

　

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
保
護
者
の
皆

様
、
一
年
間
ご
協
力
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

昨
年
５
月
に
総
会
で
、
私
学
父
母
連
合
会
か

ら
私
学
保
護
者
会
連
合
会
に
名
称
を
変
え
、
私

学
関
東
大
会
・
第
一
回
研
修
会
（
キ
ャ
ッ
ツ
観

賞
）・
私
学
振
興
全
国
大
会
・
私
学
新
春
の
つ

ど
い
・
第
二
回
研
修
会
な
ど
、
様
々
な
行
事
を

無
事
行
え
た
の
も
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
８
月
の
私
学
関
東
大
会
は
、
神
奈
川

が
運
営
し
横
浜
の
崎
陽
軒
で
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
他
県
の
代
表
の
方
々
と
情
報
交
換
が
で
き

有
意
義
な
大
会
で
し
た
。
11
月
に
行
わ
れ
た
第

一
回
研
修
会
（
キ
ャ
ッ
ツ
観
賞
）
は
感
動
的
で

し
た
。
初
め
て
見
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
舞
台
だ

け
で
な
く
、
観
客
席
ま
で
巻
き
込
む
躍
動
的
演

技
、
参
加
者
の
方
々
の
心
を
魅
了
し
た
事
と
思

い
ま
す
。

　

12
月
に
行
わ
れ
た
私
学
全
国
大
会
で
は
、
全

国
の
先
生
・
保
護
者
の
代
表
が
日
比
谷
公
会
堂

を
埋
め
尽
く
し
、
来
賓
の
国
会
議
員
の
方
々
に

私
学
の
補
助
金
他
の
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。
感

じ
た
事
は
前
政
権
与
党
の
時
は
壇
上
半
分
を
議

員
の
方
々
で
埋
め
尽
く
し
て
い
た
が
、
最
近
は

壇
上
の
議
員
席
が
半
減
寂
し
い
な
ー
と
思
い
ま

し
た
。

　

２
年
間
理
事
と
し
て
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
感
じ
た
事
は
、
私
学
保
護
者
連
は
私
学

の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
大
切
な
連
合
会
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
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本
年
度
よ
り
、
神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合

会
と
名
称
が
改
ま
り
、
毎
月
の
理
事
会
に
よ
っ
て

諸
行
事
が
協
議
さ
れ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

総
会
、
全
私
学
展
、
日
私
学
保
連
関
東
地
区

理
事
会
私
学
助
成
の
請
願
、
年
二
回
の
研
修
事

業
、
連
合
会
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
私
学
振
興
全
国

大
会
、
神
奈
川
私
学
新
春
の
つ
ど
い
、
そ
の
他
、

各
団
体
へ
の
参
加
な
ど
、
充
実
し
た
一
年
を
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
活
動
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
研
修
事
業
の
講
演
会
に
は
、

毎
回
素
晴
ら
し
い
先
生
方
を
お
招
き
す
る
こ
と

が
で
き
、
諸
先
生
の
生
き
方
に
触
れ
る
、
心
に

響
く
お
話
や
演
奏
を
間
近
で
聞
く
機
会
を
頂

き
、
深
く
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
や
、
暴
力
団

根
絶
県
民
大
会
等
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
で
き

る
県
民
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
各
地
域
で
活

動
し
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
飲
酒
運
転
根
絶
県
民
大
会
で
、

結
婚
間
近
だ
っ
た
最
愛
の
ご
子
息
を
、
相
手
の

無
謀
運
転
の
交
通
事
故
で
亡
く
さ
れ
た
遺
族
会

代
表
の
方
の
悲
痛
な
体
験
談
に
は
、
涙
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
子
息
の
無
念

を
無
駄
に
し
た
く
な
い
と
、
生
か
さ
れ
て
い
る
立

場
か
ら
ご
子
息
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
こ
う

と
、
悲
し
み
の
中
か
ら
立
ち
上
が
ら
れ
た
強
い
意

志
を
お
話
か
ら
感
じ
ま
し
た
。
私
も
ハ
ン
ド
ル
を

握
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
日
々
、
安
全

運
転
を
心
が
け
る
責
任
を
痛
切
に
感
じ
る
と
共

に
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
一
日
を
送
れ
る
こ
と

が
、
ど
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
か
を
改
め
て
感
謝

し
て
過
ご
さ
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
方
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
私
自
身
も
、
身
の
周
り
の
小
さ
な
事

か
ら
で
も
社
会
貢
献
が
で
き
る
よ
う
親
子
で
話

を
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
本
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、
神
奈
川
県
青
少
年
社
会
環
境
健

全
化
推
進
会
議
が
厚
木
文
化
会
館
に
て
開
催
さ

れ
、
内
田
監
事
と
出
席
し
ま
し
た
。
親
か
ら
の

虐
待
、
薬
物
乱
用
。
身
近
な
子
供
達
の
心
の
悲

鳴
を
大
人
達
は
気
付
い
て
あ
げ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

子
育
て
を
支
援
す
る
団
体
の
「
小
田
原
ぴ
よ

ぴ
よ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
若
い
新
米
マ
マ
を
集
め

て
の
勉
強
会
や
小
中
学
生
と
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触

れ
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
虐
待
が
増
え

る
中
、
マ
マ
同
士
が
集
い
悩
み
を
相
談
し
合
い

孤
独
感
か
ら
解
放
で
き
る
機
会
を
与
え
先
輩
が

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
、
と
て
も
大
切
な
場
で
す
。

ま
た
、
い
ず
れ
出
産
・
育
児
を
経
験
し
て
行
く

子
供
達
が
肌
で
生
命
の
温
も
り
を
感
じ
、
生
き

る
こ
と
へ
の
幸
せ
を
実
感
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
連
絡
協
議
会
か
ら
は
、
町
中
数
多

く
点
在
す
る
コ
ン
ビ
ニ
こ
そ
、
か
け
こ
み
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
子
供
達
の
安
全
を
確
保
す
る
場
所

と
な
り
、
学
校
と
地
域
の
コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携

が
必
要
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
夜
中
ま

で
た
む
ろ
し
た
り
一
見
親
と
の
関
わ
り
を
薄
く

し
て
し
ま
う
危
険
性
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
朝
食

を
取
ら
ず
に
い
る
子
供
へ
の
低
価
格
の
弁
当
を

置
い
た
り
、
天
気
の
急
変
で
困
っ
た
時
の
貸
し

出
し
の
傘
の
提
供
は
あ
り
が
た
い
取
り
組
み
で

す
。
ゴ
ミ
の
分
別
も
身
に
つ
き
ま
す
。
昔
は
学

校
周
辺
の
駄
菓
子
屋
や
文
房
具
屋
が
子
供
と
地

域
の
大
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
で
し
た
。

時
代
の
流
れ
で
コ
ン
ビ
ニ
が
そ
の
役
割
を
担
お

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
家
庭
や
地
域
で
青
少
年
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
助
け
合
い
な
が
ら
見
守
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
人
も
子
供
も
そ
の

地
域
の
一
員
で
あ
る
な
ら
ば
、
挨
拶
を
ひ
と
言
、

今
日
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

主
な
諸
行
事
出
席
状
況

私
学
保
連
諸
行
事
予
定

私
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

理
事　

佐
久
間　

省
三

（
高
木
学
園
女
子
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
一
年

理
事　

腰
山　

浩
子

（
武
相
中
学
高
等
学
校
後
援
会
前
会
長
）

青
少
年
と
大
人
が
共
に
担
う

地
域
の
活
動
を理事　

永
沢　

仁
子

（
横
浜
富
士
見
丘
学
園
中
等
教
育
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

�
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